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研究成果の概要 

今年度は昨年度に引き続き高速な量子機械学習アルゴリズムの開発とそれを実現するための量

子情報処理プロトコルに関する理論研究を行い、以下の研究成果を得た。 

・量子計算の古典計算に対するエネルギー消費量の優位性の証明 

・１次元局所クリフォードゲートからなるランダム量子回路により符号化される量子符号におけるテ

ンソルネットワークデコーダーの開発と、パウリエラーに対する量子エラー訂正の解析 

・時間オーバーヘッドが短い定数空間オーバーヘッド誤り耐性量子計算プロトコルの構築とその理

論的解析 

・リッジレット変換に基づく量子機械学習アルゴリズムの構築と、ニューラルネットワークのパラメータ

削減への応用 

・不正確な測定によるエンタングルメント検知の性能解析 

・「真の多体エンタングルメント」を持たない多体量子状態を複数個集めることで「真の多体エンタン

グルメント」をアクティベーションできる現象の解析 
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